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対象：東京都内にある T 高校・O 高校、神奈川
県内の N 高校の女子高校 3 校で高校 1 年生を対象
とした。T 高校 40 名、O 高校 35 名、N 高校 47 名
の計 122 名。うち、有効回答数 111 名（91％）。女
子高校 3 校を調査協力者としたのは、次の理由から







































































れ」や「家庭を持ちたい」へと繋がった。      
（3）　N 高校



























































































































































































































































































































































































































家庭的 家族を第 1 に考えてくれる
人
結婚する前もした後も、家
族に尽くしてくれる人
家族を大切に思う人
生活力 安定した収入 お金の管理が出来る人
ちゃんと働いてくれる人
子供を育てられる財力のあ
る人
お金がそれなりにあり
経済的な余裕があって
収入が安定して
経済力のある人
金持ちの人
ある程度稼げる人
家事 家事を手伝ってくれる人
家事が出来る人
その他 1 人の時間も
大切にしてく
れる人
1 人の時間も大切にしてく
れる人
家業を継いで
くれる人
家業を継いでくれる人
タバコを吸わ
ない人
タバコを吸わない人
自分の思いを
口に出来る人
自分の思いを口に出来る人
【３】Q4考察
どの学校も、三次元では【外見】【内面】【生活
力】【その他】という 4 つのカテゴリーに分類する
ことができた。二次元のラベルについて見ていく。
【外見】では「顔がいい」が 3 校とも多かった。【内
面】では、「優しい」は 3 校とも多く回答されてい
たが、他の二次元のカテゴリーには、ばらつきが
あった。特に、T 高校で一番多く回答された「一途」
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が他の学校では回答されていなかった。また、学校
によって二次元にカテゴリーされるラベルの数に違
いがある。二次元で見ると、学校によって理想の結
婚相手像に違いがあることが分かる。
４．全体考察
【１】学校ごとの考察
今回の調査を通して得られた【Ｑ .3】結婚したい
と思う理由（KJ 法）、【Ｑ .4】結婚相手に求める条
件（カテゴライズ法）の結果を、各校の教育理念・
方針と照らし合わせ、各校の回答の特色や、教育理
念との関連性について考察していく。
（1）O 高校
・「良妻賢母」の教育
・「家庭を築き、社会と世界に貢献できる、知性と
品位を兼ね備えた女性」の育成
結婚したいと思う理由については、「精神的豊か
さを得たい」、「家庭を築きたい」の 2 つにまとめる
ことが出来た。「家庭を築きたい」のラベルの中に
は「子どもが欲しい」という項目が多く、良妻賢母
の教育という点では一致している部分がある。
（2）T 高校
・生徒の進路選択に合わせた教育や、創造性教育に
よって将来性の幅を広げる
結婚したいと思う理由について、他の二校には見
られなかった「優越感」という項目の回答が見られ
た。結婚をすることによって得られる幸せや安心、
経済的な安定を求めるのではなく、結婚をすること
それ自体に優越感を感じるという回答からは、漠然
と “結婚してみたい” という一種の憧れのような気
持ちも伺える。また、「だいたいの人は一度は結婚
している」という回答も併せて考察すると、結婚に
よって得られるものごと（幸せ・安心・経済的な安
定）ではなく、結婚をすること自体を一種のステー
タスとして捉えている学生がいることが考えられ
る。
（3）N 高校
・人格教育
・自分たちで考え、学び、行動する
Ｎ高校の特色として「社会人としての信頼が高ま
る」、「した方がよいと思える」という回答が挙げら
れる。この回答から、T 高校で得られた回答と同様
に、結婚を一種のステータス（結婚をした方がよい
と思える、結婚をすることで信頼が得られる）とし
て捉えている学生がいることがわかった。
また、結婚相手に求める条件として、「家事が出
来る人」という回答が特徴的であった。この回答
は、自分たちで考え、学び、行動するという教育を
受けてきた N 高校の学生にとって、家事が出来る＝
自立していることが結婚相手に求める条件として、
教育理念と一致しているのではないかと考察した。
【２】全体の考察
【Q.3】結婚したい理由においては、主にポジティ
ブな思い（結婚へのあこがれ、幸せな家庭を築きた
い）からくる理由とネガティブな思い（一人で居た
くない、孤独への不安）からくる理由があることが
わかった。また、結婚することによって精神的な豊
かさや安心感を得たい、という回答が大半を占める
一方で、結婚することそのものをステータスとして
考えている回答も見受けられた。
【Q.4】結婚相手に求める条件については、3 校と
も「外見」「内面」「生活力」「その他」という項目
にカテゴライズすることが出来た。内面のラベル数
がどの学校を見ても一番多く、外見よりも内面を重
視していることがわかる。外見では「顔が良い」、
内面では「優しい」のラベルが多かった。また、外
見においては「顔が良い」「高身長」「運動神経が良
い」など、抽象的な回答が多いのに対して、内面に
ついては「けんかをしても冷静に話し合うことがで
きる人」「良いことも悪いことも言いあえる」など、
細かく記述されている回答が多く見られた。また、
「初恋の相手」「幼馴染」などロマンチックな回答が
ある一方で、「自分の親と相手の親の相性がいい」
「義理の両親が優しい」など、家族同士の付き合い
という視点で結婚を捉えている回答もあり、結婚相
手に求める条件は幅広いことが伺えた。
本調査では、女子高校生を対象に、理想の結婚相
手についての条件を明らかにし、3 校それぞれの教
育理念や校風を踏まえて、理想とする結婚相手の条
件の違いを明らかにすることを目的として調査を
行った。理想の結婚相手についての条件は【Q.4】
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の結果を通して明らかにすることが出来た。しか
し、3 校の教育理念や校風をふまえて、理想の結婚
相手の条件の違いを明らかにするという点について
は、学校ごとに回答の特色や、部分的に教育理念と
一致している回答は見られるものの、必ずしも教育
理念や方針が回答に反映されているとは言えなかっ
たことから、決定的な違いを明らかにすることは出
来なかった。
５．今後の課題
今回の研究では、東京都内・神奈川県内の女子
高・高校一年生を対象としたが、男女共学の高校の
女子生徒に調査を行って結果を比較した場合や、女
子大学生の回答と結果を比較した場合には、新たな
視点が得られるのではないかと考えた。また、今回
はアンケート調査を行うことによって、結婚したい
理由や結婚相手に求める条件を明らかにしたが、ア
ンケート調査と併せてインタビュー調査などの質的
な調査も行うことで、結婚観が形成された過程や背
景についてもより深く迫ることができるのではない
か、という点も今後の課題となった。
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